
第 1６回代議員会が開催されました。 

令和５年７月２４日（月）に第 1６回代議員会が開催されました。 

代議員会の議案・報告事項は以下のとおりです。 

 

Ⅰ 議  案   

１ 令和４年度事業報告について    

２ 令和４年度年金経理・業務経理の決算及び定例監査報告について  
                 

    上記の議案につきましては、原案通り代議員全員の賛成で承認されました。 
    詳細は 9月に発行する「基金だより」でお知らせいたします。 

 

Ⅱ 報告事項 

   １  資産運用委員会報告  

     令和５年４月５日に開催された資産運用委員会の決定事項について以下 
の事項が報告されました。 
日銀によるイールドカーブ（利回り曲線）コントロール（YCC）の撤廃や 
修正が予想されており、実施された場合は国内債券が急激に下落すること 
から、国内債券の一部（15％程度）を一時的に短期資産（キャッシュ）に 
振り替えて、ＹＣＣの修正や撤廃が実施された後に市場動向を注視し、検 
討の上、再投資(国内債券または他の資産)することを決定いたしました。 
なお、この変更は一時的なものであることから、基金の政策的資産構成 
割合の中心値は変更せず、許容乖離幅を広げて対応することとされました。 
 

２ 理事長専決処分について 

理事長専決処分にて処理した事項が報告されました。 
    ・資産運用委員会の決定による資産運用の変更  
    ・事業所の削除、名称・所在地変更  
           

   ３ 令和４年度運用結果及び直近(令和５年５月末)の運用状況について 

   令和４年度の資産運用は、ロシアのウクライナ侵攻の長期化・世界的な 
      急激なインフレ・日本を除く主要国の政策金利の引き上げなどにより大変 
      厳しい市場環境となり、リスクを抑えて債券運用の比率を高く持つ企業年金 
      にとっては大変厳しい運用環境となりました。 
      令和４年度末の当基金の資産全体の修正総合利回りはマイナス 2.23％となり 
   ました。（掛金率には影響いたしません） 

 

   ４ 今後の運用状況の見通しについて           

     今後の運用の見通しについて報告されました。          
 

    
       


